
69 
 

 

付属資料 

   2．エルサルバドル  

2-1．ミニッツ（英・西）  

2-2．PDM (Project Design Matrix) version 1  

2-3．PDM (Project Design Matrix) version 2  

2-4．カウンターパート研修実績  

2-5．プロジェクト作成評価用パワーポイント資料 

2-6．保健省発表評価用パワーポイント資料(疫学状況) 

 

   3. 評価グリッド  

 

181



 



Project Design Matrix

プロジェクト名: シャーガス病対策プロジェクトフェーズ2

Ver. 1     作成日: 2008年1月29日

上位目標

1 16歳未満児の血清陽性率が低下する（目標値：0％程
度）

1 疫学調査年報（血清検査結果を掲載予定） -

2 T.d種の家屋内生息率が低下する（目標値：5%） 2 昆虫学的調査年報

プロジェクト目標

1 監視システムが導入された集落**の数が増加する（目
標値：20％）

1 プロジェクト報告書 -

2 監視システムの業績指数が向上する（目標値：50％） 2 プロジェクト報告書
3 16歳未満児の血清陽性率が低下する（目標値：0％程

度）
3 疫学調査年報（血清検査結果を掲載予定）

4 T.d種の家屋内生息率が低下する（目標値：5％） 4 昆虫学的調査年報

成果

1 1-1 殺虫剤散布家屋数が増加する（目標値：7万軒） 1-1 プロジェクト報告書 -
1-2 T.d種生息推測集落のうち、殺虫剤が散布された集落

のカバー率が上昇する（目標値：対象各県10％）
1-2 プロジェクト報告書

2 パイロット地区***において、監視システムが定着する。 2-1 監視システムの業績指数が向上する（目標値：50％） 2-1 プロジェクト報告書 -

3 シャーガス病対策の啓発・推進活動が強化される。 3-1 保健省中央レベル関係者の啓発・教育活動に関する
モニタリング回数が増加する（目標値：年6回）

3-1 プロジェクト報告書

3-2 シャーガス病に関するコンテストに参加した小学校の
数が増加する（目標値：50％）

3-2 プロジェクト報告書 - 活動における教育省からの継続的かつ幅
広い協力が得られる。

4 保健省（中央、地域、県、ローカルの各レベル）の主導により、西部
地域のパイロット地区以外の高リスク地域において、監視システム
が導入される。

4-1 監視システムの導入された集落数が増加する（目標
値：5地区）

4-1 プロジェクト報告書

5 シャーガス病対策の経験・知見がプロジェクト対象県の間で共有さ
れる。

5-1 セミナー実施回数が増加する（目標値：年2回） 5-1 プロジェクト報告書

5-2 シャーガス病対策のパッケージ（実施ガイドライン、モ
ニタリング・評価ツール、行動変容のための啓発用資
材、研修教材等）が開発される

5-2 プロジェクト報告書

活動

1-1 ベースライン調査（血清検査と昆虫学的調査）を実施し、高リスク地
域を同定する。

1-2 ベースライン調査結果に基づき、第1回殺虫剤散布を計画し、実施
する。

2-1 複数のコミュニティにおいて、T.d種によるシャーガス病感染の中断
に関する閾値を検討するため、（i）16未満児の血清陽性率、（ii）家
屋内生息率、（iii）原虫保有率の全数調査を実施する。

2-2 パイロット地区において監視に携わるステークホルダーの役割と責
任を規定する。

2-3 パイロット地区において監視システムの業績評価手法を構築し、評
価を行う。 前提条件

2-4 業績評価の結果を踏まえて研修を実施する。

3-1 保健従事者の間でシャーガス病対策に関する継続的な研修を実施
する。

3-2 教育省との連携によるシャーガス病対策に関する教育活動を継続
する。

3-3 マスメディアを使い行動変容のための啓発を推進する。

3-4 他の関係者と協力してシャーガス病対策活動（住居改善等）を推進
する。

4-1 パイロット地区におけるステークホルダーの種類、疫学・昆虫学・社
会経済的特徴を勘案し、監視システム構築までの経過を分析す
る。

4-2 分析結果を参考に、高リスク地域における監視システムの導入計
画を作成する。

4-3 高リスク地域において監視システムを導入し、2-3で開発された方
法で業績評価を行う。

4-4 業績評価の結果を踏まえて研修を実施する。

5-1 プロジェクト対象県で得られた経験・知見に基づき、シャーガス病対
策のパッケージ（実施ガイドライン、モニタリング・評価ツール、行動
変容のための啓発用資材、研修教材等）を開発する。

5-2 プロジェクト対象県の間で経験・知見を共有するためのセミナーを
実施する。

*

**
***

日本側の投入

シャーガス病対策が継続して保健省の優先
事項となる。

対象県において、アタックフェーズの地域が拡大され、メンテナンス
フェーズにおける住民参加型シャーガス病監視システム*（以下、監
視システム）が確立される。

エルサルバドル側の投入

シャーガス病以外の感染症の大流行によ
り、シャーガス病対策のリソースが縮小しな
い。

ターゲットグループ: 保健省、地域事務所、県保健組織（SIBASI）、保健所、保健推進員、
                                    保健ボランティア、住民

対象県:  ［西部地域］ アウアチャパン県、ソンソナテ県、サンタアナ県   ［中央地域］ ラ・リベルタ県
                ［東部地域］ モラサン県、サンミゲル県、ウスルタン県

中央地域・東部地域の対象県の高リスク地域におけるアタック
フェーズの第1回殺虫剤散布が終了する。

前プロジェクトで育成されたC/Pの半数以上
が継続してシャーガス病対策活動に従事す
る。

エルサルバドルにおけるシャーガス病対策のための住民参加型シャーガス病監視システムは、以下の2つのコンポーネントから構成される一連の活動を意味する。(i) シャーガス病情報システム：疫学的データ（シャーガス病患者の発見等に関する情報）、昆虫学的データ（T.d種の家屋内
生息状況等に関する情報）、及び、実行された対策のデータ（患者の診断・治療、殺虫剤散布等に関する情報）の収集・解析、(ii) シャーガス病対策の実行：疫学的対策（診断・治療）及び昆虫学的対策（殺虫剤散布）。
なお、(i)は「シャーガス病予防・対策技術規範」（西語では「ノルマ」(NORMA)）に基づいて設計される。以上の(i) (ii)の活動は、住民、学校、保健推進員、保健所、県保健組織（SIBASI）、保健省地域事務所を含む関係者の参加により実行される。

プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　要　約 指　　　　　標 指　標　入　手　手　段 外　部　条　件

中米シャーガス病対策イニシアチブ（IPCA）
による、ホンジュラスに対する技術的・政策
的な支援が継続する。

期間: 3年間（2008年3月～2011年2月）

エルサルバドルにおいてT.d種によるシャーガス病の感染が大幅に
減少する。

集落：　エルサルバドルの最小行政単位 （西語では「カントン(canton)」
プロジェクト開始時点でのパイロット地区は次の6箇所である。 (i) サンタアナ県サンタアナ市、(ii) アウアチャパン県アティキサヤ市ホヤ・デ・サポテ村、(iii) アウアチャパン県グアイマンゴ市プラタナーレス村、(iv) ソンソナテ県サン・アントニオ・デル・モンテ市ラス・オハス村、(v) サンタアナ県

チャルチュアパ市、(vi)サンタアナ県マサウアット市。

注釈：

＜人材の投入＞
　・ 長期専門家（プロジェクト運営、シャーガス病対策）

　・ 短期専門家（モニタリング・評価、疫学分析、啓発など）

＜資機材＞
　・ バイク

　・ 車両

　・ 殺虫剤散布器

　・ プロジェクター

　・ ELISA用テストキット

　・ 簡易血清検査キット

　＜必要経費＞
　・ 教材印刷費

　・ セミナー・研修経費

　・ マスメディア用資材作成および普及にかかる経費

＜人材の投入＞
　・ 保健省本省職員

　・ 対象県の地域事務所職員

　・ 県保健組織（SIBASI）職員

　・ 対象県の保健所職員

　・ 殺虫剤散布員

＜機材＞
　・ 車両

　・ バイク

　・ 殺虫剤散布器のスペアパーツ

＜建物・施設＞
　・ プロジェクト事務所・駐車場

＜必要経費＞
　・ 車両燃料代

　・ プロジェクト事務所の運営費（電気代・水道代・通信費）

　・ 殺虫剤

プロジェクト開始時に必要人数の殺虫剤散
布員が確保される。

-
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Project Design Matrix

プロジェクト名: シャーガス病対策プロジェクトフェーズ2

Ver. 2   作成日: 2009年10月13日

上位目標

1 16歳未満児の血清陽性率が低下する（目標値：0％程
度）

1 疫学調査年報（血清検査結果を掲載予定） -

2 T.d種の家屋内生息率が低下する（目標値：5%） 2 昆虫学的調査年報

プロジェクト目標

1 監視システムが導入された集落**の数が増加する（目
標値：20％）

1 プロジェクト報告書 -

2 住民のT.d.届出に対し行うレスポンスの割合（目標値：
50％）

2 プロジェクト報告書

3 16歳未満児の血清陽性率が低下する（目標値：0％程
度）

3 疫学調査年報（血清検査結果を掲載予定）

4 T.d種の家屋内生息率が低下する（目標値：5％） 4 昆虫学的調査年報

成果

1 1-1 殺虫剤散布家屋数が増加する（目標値：7万軒） 1-1 プロジェクト報告書 -
1-2 T.d種生息推測集落のうち、殺虫剤が散布された集落

のカバー率が上昇する（目標値：対象各県10％）
1-2 プロジェクト報告書

2 パイロット地区***において、監視システムが定着する。 2-1 住民のT.d.届出に対し行うレスポンスの割合（目標値：
50％）

2-1 プロジェクト報告書 -

3 シャーガス病対策の啓発・推進活動が強化される。 3-1 保健省中央レベル関係者の啓発・教育活動に関する
モニタリング回数が増加する（目標値：年6回）

3-1 プロジェクト報告書

3-2 シャーガス病に関する活動に参加した小学校の数が
増加する（目標値：50％）

3-2 プロジェクト報告書 - 活動における教育省からの継続的かつ幅
広い協力が得られる。

4 保健省（中央、地域、県、ローカルの各レベル）の主導により、西部
地域のパイロット地区以外の高リスク地域において、監視システム
が導入される。

4-1 監視システムの導入された集落数が増加する（目標
値：5地区）

4-1 プロジェクト報告書

5 シャーガス病対策の経験・知見がプロジェクト対象県の間で共有さ
れる。

5-1 セミナー実施回数が増加する（目標値：年2回） 5-1 プロジェクト報告書

5-2 シャーガス病対策のパッケージ（実施ガイドライン、モ
ニタリング・評価ツール、行動変容のための啓発用資
材、研修教材等）が開発される

5-2 プロジェクト報告書

活動

1-1 ベースライン調査（血清検査と昆虫学的調査）を実施し、高リスク地
域を同定する。

1-2 ベースライン調査結果に基づき、第1回殺虫剤散布を計画し、実施
する。

2-1 複数のコミュニティにおいて、T.d種によるシャーガス病感染の中断
に関する閾値を検討するため、（i）16未満児の血清陽性率、（ii）家
屋内生息率、（iii）原虫保有率の全数調査を実施する。

2-2 パイロット地区において監視に携わるステークホルダーの役割と責
任を規定する。

2-3 パイロット地区において監視システムの業績評価手法を構築し、評
価を行う。 前提条件

2-4 業績評価の結果を踏まえて研修を実施する。

3-1 保健従事者の間でシャーガス病対策に関する継続的な研修を実施
する。

3-2 教育省との連携によるシャーガス病対策に関する教育活動を継続
する。

3-3 マスメディアを使い行動変容のための啓発を推進する。

3-4 他の関係者と協力してシャーガス病対策活動（住居改善等）を推進
する。

4-1 パイロット地区におけるステークホルダーの種類、疫学・昆虫学・社
会経済的特徴を勘案し、監視システム構築までの経過を分析す
る。

4-2 分析結果を参考に、高リスク地域における監視システムの導入計
画を作成する。

4-3 高リスク地域において監視システムを導入し、2-3で開発された方
法で業績評価を行う。

4-4 業績評価の結果を踏まえて研修を実施する。

5-1 プロジェクト対象県で得られた経験・知見に基づき、シャーガス病対
策のパッケージ（実施ガイドライン、モニタリング・評価ツール、行動
変容のための啓発用資材、研修教材等）を開発する。

5-2 プロジェクト対象県の間で経験・知見を共有するためのセミナーを
実施する。

*

**
***

日本側の投入

シャーガス病対策が継続して保健省の優先
事項となる。

対象県において、アタックフェーズの地域が拡大され、メンテナンス
フェーズにおける住民参加型シャーガス病監視システム*（以下、監
視システム）が確立される。

エルサルバドル側の投入

シャーガス病以外の感染症の大流行によ
り、シャーガス病対策のリソースが縮小しな
い。

ターゲットグループ: 保健省、地域事務所、県保健組織（SIBASI）、保健所、保健推進員、
                                    保健ボランティア、住民

対象県:  ［西部地域］ アウアチャパン県、ソンソナテ県、サンタアナ県   ［中央地域］ ラ・リベルタ県
                ［東部地域］ モラサン県、サンミゲル県、ウスルタン県

中央地域・東部地域の対象県の高リスク地域におけるアタック
フェーズの第1回殺虫剤散布が終了する。

前プロジェクトで育成されたC/Pの半数以上
が継続してシャーガス病対策活動に従事す
る。

エルサルバドルにおけるシャーガス病対策のための住民参加型シャーガス病監視システムは、以下の2つのコンポーネントから構成される一連の活動を意味する。(i) シャーガス病情報システム：疫学的データ（シャーガス病患者の発見等に関する情報）、昆虫学的データ（T.d種の家屋内
生息状況等に関する情報）、及び、実行された対策のデータ（患者の診断・治療、殺虫剤散布等に関する情報）の収集・解析、(ii) シャーガス病対策の実行：疫学的対策（診断・治療）及び昆虫学的対策（殺虫剤散布）。
なお、(i)は「シャーガス病予防・対策技術規範」（西語では「ノルマ」(NORMA)）に基づいて設計される。以上の(i) (ii)の活動は、住民、学校、保健推進員、保健所、県保健組織（SIBASI）、保健省地域事務所を含む関係者の参加により実行される。

プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　要　約 指　　　　　標 指　標　入　手　手　段 外　部　条　件

中米シャーガス病対策イニシアチブ（IPCA）
による、ホンジュラスに対する技術的・政策
的な支援が継続する。

期間: 3年間（2008年3月～2011年2月）

エルサルバドルにおいてT.d種によるシャーガス病の感染が大幅に
減少する。

集落：　エルサルバドルの最小行政単位 （西語では「カントン(canton)」
プロジェクト開始時点でのパイロット地区は次の6箇所である。 (i) サンタアナ県サンタアナ市、(ii) アウアチャパン県アティキサヤ市ホヤ・デ・サポテ村、(iii) アウアチャパン県グアイマンゴ市プラタナーレス村、(iv) ソンソナテ県サン・アントニオ・デル・モンテ市ラス・オハス村、(v) サンタアナ県

チャルチュアパ市、(vi)サンタアナ県マサウアット市。

注釈：

＜人材の投入＞
　・ 長期専門家（プロジェクト運営、シャーガス病対策）

　・ 短期専門家（モニタリング・評価、疫学分析、啓発など）

＜資機材＞
　・ バイク

　・ 車両

　・ 殺虫剤散布器

　・ プロジェクター

　・ ELISA用テストキット

　・ 簡易血清検査キット

　＜必要経費＞
　・ 教材印刷費

　・ セミナー・研修経費

　・ マスメディア用資材作成および普及にかかる経費

＜人材の投入＞
　・ 保健省本省職員

　・ 対象県の地域事務所職員

　・ 県保健組織（SIBASI）職員

　・ 対象県の保健所職員

　・ 殺虫剤散布員

＜機材＞
　・ 車両

　・ バイク

　・ 殺虫剤散布器のスペアパーツ

＜建物・施設＞
　・ プロジェクト事務所・駐車場

＜必要経費＞
　・ 車両燃料代

　・ プロジェクト事務所の運営費（電気代・水道代・通信費）

　・ 殺虫剤

プロジェクト開始時に必要人数の殺虫剤散
布員が確保される。

-
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評価グリッド 

 

評価設問 評価 

項目 大項目 小項目 

必要な情報・データ 情報源 データ収集 

方法 

実績・実施プロセスの確認 

C/P 配置 プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

 

プロジェクト経費 プロジェクト報告書 資料レビュー 

相手国側投入実績 

・ホンジュラス国（以下「ホ」国） 

・エルサルバドル国（以下「エ」国） 

施設・機材等 プロジェクト報告書 資料レビュー 
専門家 プロジェクト報告書 資料レビュー 
C/P 研修 プロジェクト報告書 資料レビュー 
機材 プロジェクト報告書 資料レビュー 

投入 

日本側投入実績 

ローカルコスト プロジェクト報告書 資料レビュー 
活動 活動の進捗状況 活動の進捗状況（計画通り

か） 

プロジェクト報告書 資料レビュー 

成果の達成状況 

指標 1－1 

R.p.種生息推測地域のう

ち、殺虫剤が散布された

区域のカバー率が上昇す

る（目標値：100％） 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 成果 1 

対象県において、R.p.種のアタックフェ

ーズが完了される 

指標 1－2 

 R.p.種の分布率が低下す

る（目標値：0%） 

プロジェクト報告書 資料レビュー 

指標 2－1 

 T.d.種推測家屋のうち、

殺虫剤が散布された家屋

のカバー率が上昇する

（目標値：50%） 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

指標 2－2 

 T.d.種推測区域のうち、

殺虫剤が散布された区域

のカバー率が上昇する

（目標値：50%） 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

成果 2 

ｲﾝﾃｨﾌﾞｶ県、ﾚﾝﾋﾟｰﾗ県、ｺﾊﾟﾝ県、ｵｺﾃﾍﾟｹ

県において、T.d.種の媒介虫の範囲が家

屋内生息率の高い区域に拡大される 

指標 2－3 

 T.d.種の家屋内生息率が

低下する（目標値：5%）

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

成果 3 

パイロット地区において監視システム

が確立される 

指標 3 

 監視システムの業績指数

が向上する（目標値：85%）

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

成果 4 

監視システムがパイロット地区以外の

アタックフェーズの完了した優先区域

に導入される 

指標 4 

 監視システムが開始され

た区域数が増加する 

（目標値：80 区域） 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

指標 5－1 

 シャーガス病対策パッケ

ージ（実施ガイドライン、

モニタリング・評価ツー

ル、啓発・研修資材）が

開発される 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

「ホ」国 

成果 5 

プロジェクト対象県の間でシャーガス

病対策に関する経験･知見が共有・交換

される 

指標 5－2 

ワークショップ実施回数

が増加する（目標値：15

回） 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

実績 

「エ」国 成果 1 

中央地域・東部地域の対象県の高リスク

指標 1－1 

殺虫剤散布家屋数が増加

プロジェクト報告書 資料レビュー 
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2 
 

評価設問 評価 

項目 大項目 小項目 

必要な情報・データ 情報源 データ収集 

方法 

地域におけるアタックフェーズの第 1

回殺虫剤散布が終了する 

する（目標値：7万軒） 

 指標 1－2 

T.d 種生息推測集落のう

ち、殺虫剤が散布された

集落のカバー率が上昇す

る（目標値：対象各県10%）

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

成果 2 

パイロット地区において監視システム

が定着する 

指標 2 

 監視システムの業績指数

が向上する（目標値：50%）

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

指標 3－1 

 保健省中央レベル関係者

の啓発・教育活動に関す

るモニタリング回数が増

加する（目標値：年 6回）

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 成果 3 

シャーガス病対策の啓発･推進活動が強

化される 

指標 3－2 

 シャーガス病に関するコ

ンテストに参加した小学

校の数が増加する（目標

値：50％） 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

成果 4 

保健省（中央、地域、県、ローカルの各

レベル）の主導により、西部地域のパイ

ロット地区以外の高リスク地域におい

て、監視システムが導入される 

指標 4 

 監視システムの導入され

た集落数が増加する 

 （目標値：5地区） 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

指標 5―1 

 セミナー実施回数が増加

する（目標値：年 2回）

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

「エ」国

(続き) 

成果 5 

シャーガス病対策の経験･知見がプロジ

ェクト対象県の間で共有される 

指標 5－2 

 シャーガス病対策のパッ

ケージ（実施ガイドライ

ン、モニタリング・評価

ツール、行動変容のため

の啓発用資材、研修教材

等）が開発される 

プロジェクト報告書 

 

資料レビュー 

プロジェクト目標の達成状況 

指標 1 

 監視システムが導入され

た区域のカバー率が上昇

する（目標値：70%） 

プロジェクト報告書 資料レビュー 

指標 2 

 監視システムの業績指数

が向上する（目標値：85%）

プロジェクト報告書 資料レビュー 

指標 3 

 15歳未満児の血清陽性率

が低下する（目標値：1%）

プロジェクト報告書 資料レビュー 

指標 4 

R.p.種の分布率が低下す

る（目標値：0%） 

プロジェクト報告書 資料レビュー 

「ホ」国 プロジェクト目標 

対象県において、アタックフェーズの地

域が拡大され、住民参加型疫学監視シス

テムが確立される 

指標 5 

T.d.種の家屋内生息率が

低下する（目標値：5%）

プロジェクト報告書 資料レビュー 

実績 

（ 続

き) 

「エ」国 プロジェクト目標 

対象県において、アタックフェーズの地

域が拡大され、メンテナンスフェーズに

指標 1 

 監視システムが導入され

た集落の数が増加する

プロジェクト報告書 資料レビュー 
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評価設問 評価 

項目 大項目 小項目 

必要な情報・データ 情報源 データ収集 

方法 

（目標値：20%） おける住民参加型シャーガス病監視シ

ステムが確立される 指標 2 

 監視システムの業績指数

が向上する（目標値 50%）

プロジェクト報告書 資料レビュー 

指標 3 

 16歳未満児の血清陽性率

が低下する（目標値：0%

程度） 

プロジェクト報告書 資料レビュー 実績 

（ 続

き） 

「エ」国

（続き） 

 

指標 4 

 T.d.種の家屋内生息率が

低下する（目標値：5%）

プロジェクト報告書 資料レビュー 

モニタリングの実施体制・

頻度 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

PDM・PO の活用 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・資料レビュー

・インタビュー

 

モニタリングの仕組み 

PDM・PO の修正 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

意思決定プロセス 活動内容の軌道修正・人員

の選定等にかかる決定はど

のようなプロセスで行われ

ているか 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

プロジェクト内のコミュニケーション C/P と専門家間のコミュニ

ケーションは適切か 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

プロジェクトと相手国側関係機関（保健

省等）とのコミュニケーション 

コミュニケーションの方

法・頻度・信頼関係の確立

等 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

JICA（本部、各国事務所）のプロジェク

トに対する支援体制は適切か 

・プロジェクト側とのコミ

ュニケーション 

・軌道修正への迅速な対

応・助言等 

・プロジェクト報告書 

・専門家・JICA 事務所 

・資料レビュー

・インタビュー

技術移転の方法は適切か プロジェクトによる技術移

転の方法 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

プ ロ ジ

ェ ク ト

の マ ネ

ジ メ ン

ト体制 

C/P、関係組織、ターゲットグループの

プロジェクトへの参加度 

相手国側責任者（プロジェ

クト責任者、関係機関の責

任者）、実施機関、ターゲッ

トグループのプロジェクト

への参加度・認識 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・資料レビュー

・インタビュー

実 施

プ ロ

セス 

その他 その他、プロジェクトの実施過程で生じ

ている問題はあるか。その原因は何か 

 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・資料レビュー

・インタビュー
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評価設問 評価 

項目 大項目 小項目 

必要な情報・データ 情報源 データ収集 

方法 

5 項目評価 

必要性 上位目標やプロジェクト目標は対象地

域・社会のニーズに合致しているか 

・「ホ」国、「エ」国のシャ

ーガス病、および対策の

現状 

・シャーガス病感染の減少

は、対象地域・住民のニ

ーズと合致しているか 

・国家戦略計画 

・県レベルの対策活動

計画 

・事前調査報告書 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JOCV・

住民等 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

上位目標やプロジェクト目標は、「ホ」

国、「エ」国の国家開発計画・保健医療

政策に合致しているか 

・国家開発計画における当

該分野の重要性、優先性

・保健医療政策、シャーガ

ス病対策 

・政変に伴う優先度の変更

はあるか（「ホ」国） 

・国家戦略計画 

・事前調査報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・資料レビュー

・インタビュー

優先度 

上位目標やプロジェクト目標は、日本の

援助政策、JICA 国別援助実施計画に合

致しているか 

・日本の援助政策 

・日本の対中米指針 

・JICA 国別援助実施計画 

・ODA 政策 

・JICA ホンジュラス事

務所事業計画 

・JICA エルサルバドル

事務所事業計画 

・資料レビュー

・インタビュー

課題に対し、プロジェクト

目標・成果の設定は適切か

・事前調査報告書 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・評価会の内容 

・資料レビュー

・インタビュー

・評価会 

プロジェクト目標の達成

は、上位目標の達成に貢献

するか 

・事前調査報告書 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・評価会の内容 

・資料レビュー

・インタビュー

・評価会 

プロジェクト目標の指標値

は適切か 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・(PCM)評価会の内容 

・資料レビュー

・インタビュー

・評価会 

他のドナーとの援助協調に

おいて、どのような相乗効

果があるか 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・（他援助機関？） 

・資料レビュー

・インタビュー

プロジェクトは「ホ」国、「エ」国の対

象分野・セクターの開発課題に対する効

果を上げる戦略として適切か 

PAHO政策との整合性はある

か 

 

・PAHO 政策 

・事前調査報告書 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・資料レビュー

・インタビュー

・ターゲットグループの選定は適切か 

・対象地域はパイロット地区として適切

であったか 

・選択の適切さ（ニーズ、
受け入れやすさ、規模、
公平性、課題の大きさ等）

・現在の問題の有無 

・事前調査報告書 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JOCV 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

手 段 と

し て の

適切性 

日本の技術の優位性はあるか ・日本にシャーガス病対策

におけるノウハウが蓄積

されているか 

・日本の経験が活かせるか

・専門家・JOCV 

・他援助機関 

・インタビュー

・質問票 

妥 当

性 

その他 事前評価以降、プロジェクトを取り巻く

環境（政策、経済、社会など）に変化は

あったか 

・政策、経済、社会等にお

ける変化 

・政変によるプロジェクト

活動への影響（「ホ」国）

・政権交代によるプロジェ

クト活動への影響（「エ」

国） 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

有 効

性 

（ 予

プ ロ ジ

ェ ク ト

目 標 達

・中間時点における達成度は十分か 

・プロジェクト終了時における見込みは

どうか 

指標値の達成度とその推移 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 
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評価設問 評価 

項目 大項目 小項目 

必要な情報・データ 情報源 データ収集 

方法 

 測） 成予測 

プロジェクト目標の達成を阻害する要

因はあるか 

阻害要因およびその対処法 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

 

成果は、プロジェクト目標を達成するた

めに十分か 

成果とプロジェクト目標の

因果関係 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

有 効

性 

（ 続

き） 

成 果 と

プ ロ ジ

ェ ク ト

目 標 と

の 因 果

関係 

成果からプロジェクト目標に至るまで

の外部条件は、現時点においても正しい

か/外部条件が満たされる可能性は高い

か 

プロジェクト外部の因果関

係 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・評価会 

成果の達成度は適切か 実績と計画値の比較 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

活動から成果に至るまでの外部条件は、

現時点においても正しいか/外部条件に

よる影響はないか 

活動と成果の関係 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・評価会 

成 果 の

達成度 

プロジェクトの効率性に影響を与えた

その他の促進・阻害要因はあるか 

・JOCV との連携が相乗効果

を生んでいるか 

・その他の促進・阻害要因

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所・JOCV 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

専門家（専門性・能力、人

数、派遣期間およびタイミ

ング） 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

供与機材（性能、数、タイ

ミング） 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

プロジェクト運営費（額、

タイミング） 

・プロジェクト報告書 

・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

C/P の配置（専門性・能力、

人数、タイミング） 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

投 入 の

適切性 

成果を得るために、投入の量・質・タイ

ミングは適切だったか 

C/P 側提供施設・機材、経

費等（品目、数、質、額、

タイミング等） 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

JICA の他のスキーム（JOCV 等）・プロジ

ェクトとの連携は適切だったか 

 

その他の JICA 関連プロジ

ェクト 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JOCV 

・資料レビュー

・インタビュー

 

効 率

性 

他 の 協

力 形 態

と の 連

携 他の援助機関との連携は適切だったか 他の援助機関の取り組み ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・ 

・資料レビュー

・インタビュー

上位目標はプロジェクト終了後、その効

果として発現が見込まれるか 

・計画と実績 

・指標の推移 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・インタビュー

・質問票 

上 位 目

標 の 達

成予測 

上位目標の達成を阻害する要因はある

か 

阻害要因の特定 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・インタビュー

・質問票 

上位目標とプロジェクト目標は乖離し

ていないか 

・上位目標とプロジェクト

目標の論理性 

・外部条件の影響 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・インタビュー

・評価会 

上 位 目

標 と プ

ロ ジ ェ

ク ト 目

標 の 因

果関係 

外部条件は現時点においても正しいか。

満たされる可能性は高いか 

・外部条件の因果関係 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・インタビュー

・評価会 

イ ン

パ ク

ト 

（ 予

測） 

波 及 効

果 

想定されていなかったプラス/マイナス

の効果・影響はあるか 

・政策、法律、制度、基準

の整備への影響 

・社会・文化的側面（貧富、

ジェンダー等）への影響

・環境への影響 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 
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評価設問 評価 

項目 大項目 小項目 

必要な情報・データ 情報源 データ収集 

方法 

・技術面での変革による影

響等 

シャーガス病対策にかかるホンジュラ

ス、エルサルバドル政府の政策支援は協

力終了後も継続するか 

・中央・地域・県レベルに

おけるシャーガス病対策

計画 

・政変による影響（「ホ」国）

・政権交代に伴う影響（「エ」

国） 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JICA

事務所 

・資料レビュー

・インタビュー

プロジェクトのパイロットサイトでの

取り組みを継続して展開していく計画

か 

中央・地域・県レベルにお

けるシャーガス病対策計画

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

政策・制

度面 

地域レベルでの政策支援はあるか ・地域レベルでの政策支援

への取組事例 

・プロジェクト報告書 

・COMISCA 

・資料インタビ

ュー 

・インタビュー

実施機関（保健省）は、協力終了後も活

動を実施する組織能力、オーナーシップ

は有しているか 

・「ホ」国、「エ」国の組織、

人材配置計画 

・政権交代に伴う人事の影

響（「エ」国） 

・C/P 定着度 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

シャーガス病監視システム

に関する各レベル間（中

央・地域・県・コミュニテ

ィ）の連携・連絡体制等 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JOCV 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

対象県間のシャーガス病対

策にかかる情報共有の機会

の有無等 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家・JOCV 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

組織面 

活動の実施に必要な連携体制は整備さ

れているか 

他のセクター（例：教育省）

との連携状況 

・C/P・専門家・JOCV ・インタビュー

 

財政面 予算の確保は行われる見込みか ・シャーガス病対策にかか

る予算計画 

・政権交代に伴う予算の影

響（「エ」国） 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

C/P の技術・能力は、独自に活動を継続

するレベルに達したか（達するか） 

・内部技術移転の状況 

・研修システムの確立 

・モニタリング能力 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

資機材の維持管理は適切に行われてい

るか 

・機材の維持管理状況 

・機材の活用状況 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

プロジェクトで構築したシステム（住民

参加型監視システム）を継続して活用す

るか 

・中央・地域・県レベルに

おけるシャーガス病対策

計画 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

・質問票 

技術面 

パイロットサイトでの取り組みは、他へ

普及できる技術であるか 

普及メカニズム・技術の検

証 

・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

広 域 協

力 

広域的な連携はされているか 連携・取組事例 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・他援助機関 

・資料レビュー

・インタビュー

自 立

発 展

性 

 

その他 自立発展性の発現要因、阻害要因はある

か 

（予想される）要因の特定 ・プロジェクト報告書 

・C/P・専門家 

・資料レビュー

・インタビュー

計画通りに活動が実施されれば、プロジェクト目

標は達成されるか 

上記項目の評価結果を受けて検討 

投入、活動、成果、指標を軌道修正する必要はあ

るか 

上記項目の評価結果を受けて検討 

プロジェクトに影響を与える新たな外部条件はあ

るか 

上記項目の評価結果を受けて検討 

軌 道

修 正

の 必

要性 

今後の留意点は何か 上記項目の評価結果を受けて検討 
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